
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
、
市
民

に
も
た
ら
さ
れ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
大
阪

市
廃
止
構
想
、
い
わ
ゆ
る

「
都
」
構
想
の
本
質
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
基

計
20
人
で
構
成
。
統
一
地
方

選
の
結
果
を
受
け
、
議
員
の

構
成
は
維
新
９
人
、
自
民
４

区
」
は
半
人
前
の
自
治
体
で

あ
り
、
膨
大
な
初
期
コ
ス
ト

「
都
」構
想
の
本
質

議
論
で
明
ら
か
に

　

２
年
近
く
の
法
定
協
の
議

論
を
通
じ
て
、
各
会
派
か
ら

域
行
政
を
一
元
化
す
る
」
と

い
い
ま
す
が
、
消
防
、
水

道
、
下
水
道
な
ど
、
広
域
行

政
の
範
ち
ゅ
う
に
入
ら
な
い

多
く
の
基
礎
自
治
体
本
来
の

仕
事
も
含
め
て
、
４
２
８
も

阪
市
の
廃
止
・
解
体
の
み
と

い
う
こ
と
で
す
。
も
と
よ

り
、
大
阪
の
経
済
が
良
く
な

る
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
特
別
区
」設
置
で

サ
ー
ビ
ス
は
悪
化

　

大
阪
市
を
解
体
し
て
設
置

さ
れ
る
「
特
別
区
」
は
、
権

限
も
自
主
財
源
も
大
き
く
損

な
わ
れ
、
お
よ
そ
一
般
市
に

も
満
た
な
い
半
人
前
の
自
治

　

法
定
協
は
、
吉
村
洋
文
知

事
と
松
井
一
郎
大
阪
市
長
、

府
議
・
大
阪
市
議
各
９
人
の

大
阪
市
議
は
、
大
阪
市
を
廃

止
し
て
設
置
さ
れ
る
「
特
別

づ
く
私
た
ち
の
考
え
も
幾
度

と
な
く
表
明
し
、
今
日
こ
の

時
点
に
お
い
て
も
、
い
さ
さ

か
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
広

の
事
務
事
業
を
府
に
移
管
さ

せ
る
も
の
の
、
事
業
の
中
身

も
予
算
も
権
限
も
何
ら
変
わ

る
も
の
で
も
、
良
く
な
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
あ
る
の
は
、
た
だ
た
だ
大

人
、
公
明
４
人
、
日
本
共
産

党
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
山
中
智
子

が
か
か
る
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な

い
と
指
摘
。
大
阪
市
廃
止
は

地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す

る
最
大
の
地
方
自
治
破
壊
だ

と
批
判
し
、
住
民
投
票
に
も

反
対
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

（
別
項
で
大
要
）。

　

維
新
の
山
下
昌
彦
大
阪
市

議
は
「
統
一
地
方
選
の
結
果

を
受
け
、『
都
』
構
想
は
単

な
る
政
治
課
題
か
ら
行
政
課

題
へ
と
ス
テ
ー
ジ
が
進
ん

だ
」
な
ど
と
強
弁
。
自
民
党

の
川
嶋
広
稔
大
阪
市
議
は

「
維
新
と
公
明
党
が
『
特
別

区
』
設
置
に
賛
成
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
民
投
票
で
の
決
着
を

目
指
す
。
法
定
協
で
は
是
々

非
々
で
議
論
す
る
」
と
述
べ

担
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
上
な

い
無
駄
で
あ
り
、
結
局
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
る
ど

こ
ろ
か
、
悪
く
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

時
代
の
流
れ
に
逆

ら
う
大
阪
市
廃
止

　

政
令
市
は
今
や
20
市
に
及

び
、
一
般
市
か
ら
中
核
市
へ

の
移
行
も
進
ん
で
い
ま
す
。

府
県
か
ら
の
権
限
移
譲
な

ど
、
地
方
分
権
は
時
代
の
流

れ
で
す
。
東
京
23
区
で
は
、

「
特
別
区
廃
止
」
の
運
動
が

根
強
く
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
市
廃
止
、「
特
別

区
」
設
置
は
最
大
の
地
方
自

治
破
壊
に
ほ
か
な
ら
ず
、
私

た
ち
は
大
阪
市
廃
止
構
想
に

は
到
底
賛
成
で
き
な
い
し
、

住
民
投
票
に
も
反
対
で
す
。

　

な
お
、
今
度
の
選
挙
で
、

「
大
阪
市
廃
止
賛
成
の
民
意

が
示
さ
れ
た
」
と
の
議
論
が

一
部
に
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
こ
れ
に
く
み
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
度
の
選

挙
で
は
「
大
阪
の
成
長
を
止

め
る
な
」「
自
民
党
か
ら
共
産

党
ま
で
な
れ
合
い
、
野
合

だ
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が

最
も
大
き
く
け
ん
伝
さ
れ
て

い
た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま

す
。
大
阪
市
廃
止
構
想
、
い

わ
ゆ
る
「
都
」
構
想
に
つ
い

て
、
大
阪
市
民
の
明
確
な
民

意
が
示
さ
れ
た
の
は
、
２
０

１
５
年
の
住
民
投
票
が
唯
一

だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
し
た
。

　

公
明
党
の
西
﨑
照
明
大
阪

市
議
は「
ダ
ブ
ル
選
で
は

『
都
』構
想
議
論
を
前
進
さ
せ

る
こ
と
に
、
府
民
・
市
民
か

ら
予
想
を
上
回
る
強
い
民
意

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受

け
と
め
る
。『
特
別
区
』制
度

に
賛
成
の
立
場
で
前
向
き
に

議
論
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
合
で
は
、
８

月
か
ら
「
特
別
区
設
置
協
定

書
」
作
成
に
向
け
た
委
員
間

の
議
論
を
進
め
、
来
年
４
～

６
月
ご
ろ
に
協
定
書
案
を
ま

と
め
、
国
と
の
協
議
、
府
市

両
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、

来
年
秋
か
ら
冬
ご
ろ
に
住
民

投
票
を
行
う
と
す
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」
に
再
編
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想

の
制
度
設
計
を
議
論
す
る
大
都
市
制
度（
特
別
区
設
置
）協
議
会（
法
定
協
）の
第
24

回
目
の
会
合
が
21
日
、
府
庁
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
４
月
の
統
一
地
方
選
後
初
め

て
開
か
れ
た
も
の
で
、
各
会
派
の
代
表
が
今
後
の
議
論
な
ど
に
つ
い
て
立
場
を
表

明
。「
都
構
想
反
対
」
を
掲
げ
て
い
た
公
明
党
が
「
特
別
区
」
の
設
置
に
賛
成
す

る
立
場
に
転
じ
、
自
民
党
も
「
住
民
投
票
で
決
着
す
る
こ
と
に
賛
成
」
と
態
度
を

変
え
る
中
、
日
本
共
産
党
だ
け
が
大
阪
市
の
廃
止
に
も
、
再
度
の
住
民
投
票
に
も

反
対
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

体
に
成
り
下
が
る
と
同
時

に
、
庁
舎
建
設
や
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
膨
大
な
初
期
コ
ス

ト
が
か
か
り
、
職
員
増
な
ど

に
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
増
え
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
、
い
ざ
本
当
に
大

阪
市
を
廃
止
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
具
体
の
作
業
に
途
方
も

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま

す
。
庁
舎
の
場
所
の
選
定
か

ら
建
設
、
財
産
な
ど
の
実
際

の
分
割
や
登
記
、
各
「
特
別

区
」
の
条
例
制
定
、
庁
舎
移

転
な
ど
、
今
の
副
首
都
推
進

局
の
体
制
で
は
と
て
も
で
き

な
い
ほ
ど
の
労
力
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
住
所

の
変
更
な
ど
に
よ
る
市
民
負

法
定
協
が
再
開

各
派
が
立
場
を
表
明

統一地方選後初めて開かれた法定協
＝６月21日、府庁内

大
阪
市
廃
止
は
最
大
の
地
方
自
治
破
壊

15
年
住
民
投
票
で
民
意
は
す
で
に
明
確

山
中
智
子
大
阪
市
議
の
発
言（
要
旨
）

「都」構想

山中智子市議

shikai
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